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１． はじめに 
 動詞に意味を添えるもの、アスペクトを規定する機能を持つもの等、ビルマ語1には 59 個
の助動詞が存在する(Okell 1969:33 参照)。本稿ではその助動詞の中から-khE.を取り上げ、考
察を行う。原田・大野編(1990)は、-khE.の訳語として「…した(過去を示す助動詞)」と「…
してくる(移動を示す助動詞)」を挙げている。しかし、文法書や教科書では、原田・大野編
(1990)で示された-khE.の 2 つの機能に加えて、他の機能が挙げられている事が多い。また、
ビルマ語の動詞文の性質上、-khE.を付加しなくても過去を表しうる。この事を踏まえ、①
-khE.の使用状況、②-khE.の機能の 2 点を明らかにする事を本稿の目的とする。 
 
2． ビルマ語の動詞文について 
 本稿では紙面の都合上、1 節で平叙文の叙実法、叙想法、活写法、2 節で助動詞文につい
てのみ、藪(1992)を参照し、まとめた。 
 
2.1 平叙文 
ビルマ語の平叙文は、法の助詞(VSM:動詞文標識助詞)により法が表される。 
＜叙実法＞ V-tE_  ことがらを事実として確定的に述べる。 
01) la_-^tE_ ||  「来た」「(習慣としていつも)来る」 
  come-VSM/rls 
 ＜叙想法＞ V-mE_ ことがらを不確定なこととして述べる。 
02) la_-mE_ ||  「来るだろう」「来よう」 
       come-VSM/irls 
 ＜活写法＞ V-pyi_  ことがらが今、眼前に起こっている様として述べる。 
03) la_-^pyi_ ||  「来た(向こうからやって来るのが見えている)」 
       come-VSM/inch 
                                                        
1 ビルマ語はシナ・チベット語族、チベット・ビルマ語派、ロロ・ビルマ語群に属する。ミャンマーのほ
ぼ全域にわたって通用している。子音音素33個、母音音素7個、声調3個。語順はSOVである(藪1992:569-568
要約)。本稿で使用した音声表記は以下の通りである。[ ]内は IPA 表記である。IPA 表記の無いものは、IPA
と同記号である。子音：無声無気音/ p, t, s, c[VÛ], k /  無声有気音/ ph[R*], th[V*], sh[s*], ch[VÛ*], kh[k*] /  有声
音/ b, d, z, j[FÙ], g / 歯間音/ T[V], D[d]/  声門音/ h / / ’[!? /  鼻音/ m, n, ny[Õ], ng[0] /  無声鼻音/ hm[m], hn[n], 
hny[Õ], hng[0] / 側面音/ l, hl[l] /  半母音/ w, hw[À] / / y[j], hy[Û] / 子音と母音の間に入る介子音は、/-y-/、
/-w-/、後続する音に同化する鼻音はすべて/N[-]/ 母音：/a[#], i, u, e, E['], O[n], o/ 軽声母音は/A[]/ 声調：
下降調 /-. / 低平調 /-_ / 高平調 /-: / その他の記号：語境界;スペース 句中の語境界; -(ハイフン) 統
語的結合による声有化; -^ 句点; || 読点; | 
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2.2 助動詞文 
 助動詞は、動詞の直後に置かれる。つまり V-PV という形になる。 
04) sa:-^pa_-^tE_ ||  「食べました」 
    eat-PV/plt-VSM/rls 
  05) ba.ma_-lo.   pyO:-^ta’-tE_ ||   「ビルマ人の様に話す事が出来る」   
       Burmese-like  speak-PV-VSM/rls 
 
３． 先行研究 
 本稿では-khE.についての詳しい記述がある文法書 2 冊、教科書 1 冊を先行研究として扱
った2。 
 
3.1 Myint Soe(1999) 
 Myint Soe(1999)は-khE.を‘distal’(移動3)の助動詞とし、先行する動詞によって異なる 4 つの
-khE.の機能を提示している。 
①-khE.が動作動詞に後続する時、「どこか他の場所でＶし、今はここにいる」という意味に
なる。 
06) tiN_hla_ eiN_-Athi’ she:thou’-khE.-tE_ ||                    (Myint Soe 1999:214) 
    Tin Hla  house-new  paint-PV-VSM/rls 
「ティンフラ（固有名詞）は新しい家にペンキを塗って来た」 
 
②-khE.が状態動詞に後続する時、移動(distal)と完了相(perfective)の 2 通りに解釈される。 
07) nga. yaN_^kouN_-hma_  ne_-^khE.-tE_ ||                   (Myint Soe 1999:214) 
   1    Yangon-LOC       be(live)-PV-VSM/rls 
「私はかつてヤンゴンに住んだことがある」 
  「私はヤンゴンに残った」 
 
③-khE.が感情を示す動詞と共起する時、-khE.は空間的な移動ではなく、時間的な移動とし
て使われる。 
08) Tu.-AcauN:-ca:-ya.-^tO.  waN:tha_-^khE.-tE_ ||               (Myint Soe 1999:215) 
     3-matter-hear-PV-when   happy-PV-VSM/rls 
  「彼のその知らせを聞いた時、嬉しかった」 
                                                        
2 本稿で扱った英語文献についての記述は、筆者が訳したものである。また、例文番号とグロスも筆者に
よる。 
3  小西・南出 (2001)では ‘distal’の訳語として「末端」のみが載っていたが、Myint Soe(1999:214)で
「distal(physical dislocation)」という記述があった事から、Myint Soe(1999)では‘distal’が「移動」の意味で使
用されていると解釈した。 
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④-khE.が動作動詞に後続した時、‘la_ 来る’と類似した働きをする。 
09) nga.-hpE’-ko_  hlyau’-khE.-1||                            (Myint Soe 1999:215) 
         1-side-ALL    walk-PV-# 
  「私の所へ歩いて来い」 
 
3.2 澤田(1999) 
 澤田(1999)では「-khE.は、もともと現在位置への移動という機能を持っており、それが派
生して、過去から現在までの持続と単に過去を示す機能を持つようになった」(澤田 1999:12
を要約)と述べられている。この 3 つの機能についての説明は以下の通りである。 
①現在位置への移動「…てくる」 
10) eiN-hma_  ne.lE_sa_  mA-sa:-^khE.-bu:-la: ||            (澤田 1999:12) 
     house-LOC    lunch      NEG-eat-PV-VSM/neg-QS 
「家で昼食を食べて来なかったのか」 
 
②現在までの持続「…てきた」 
11) tE’kATo_ du.ti.yAhni’-ka. bAma_sa_ TiN_-^khE.-^pa_-^tE_ ||         (澤田 1999:12) 
       university  sophomore-ABL  Burmese  study-PV-PV/plt-VSM/rls 
  「大学 2 年生の時からビルマ語を勉強してきました。」 
 
③過去「…た」 
 終助詞-tE_4だけで過去の出来事を十分に表せるものであり、-khE.はあくまでも 2 次的な
ものである。 
12) pa.tha.ma.u:^shouN: yo:ma.-ho_tE_-hma_ Tu_-nE. twe.-khE.-tE_ ||      (澤田 1999:12) 
          first time         Yoma-hotel-LOC    3-INS  meet-PV-VSM/rls  
  「一番最初にヨーマホテルで彼と会った。」 
 
3.3 Okell and Allott(2001) 
Okell and Allott(2001)は-khE.の機能として、①空間、位置に関係するもの、②時間に関係
するもの、③条件節での使用、④助動詞‘-lai’ きっぱりと～する’との対立の 4 点を挙げ
ている。 
 
①空間、位置に関係するもの 
i)-khE.が動作動詞に後続した際は、「他へ動く前に V する」という意味になる。 
13) pi’si:  tha:-^khE.-pa_-1||                (Okell and Allott 2001:24) 
    luggage  put-PV-PV/plt-# 
  「(ここに来る前に)荷物をそこへ置いて下さい」 
「(出かける前に)ここに荷物を置いて下さい」 
                                                        
4 2.1 で挙げた、藪(1992)の「法の助詞」と同じものである。 
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ii)-khE.が移動動詞に後続した際は、「そこからここへ V する」となる。 
14) kha.na.   ne_-yiN_   la_-^khE.-mE_ ||                  (Okell and Allott 2001:26) 
    in a moment  be-PV/con  come-PV-VSM/irls 
  「しばらくしたら、ここへ戻って来る」 
   15) pyaN_-^khE.  “come back”  pyaN_-Twa:  “go back”     (Okell and Allott 2001:25) 
         back-PV  「戻ってくる」   back-go  「戻っていく」 
   
②時間と関係するもの 
 -khE.が時間と関係がある時、時制は過去となる。-khE.の付加は任意である。 
16) E:di_-AcheiNAkha_-hma_ ba.ma_-naiN_ngaN-ha_ AtO_ cE_waN:-^khE.-tE_ || 
          that-time-LOC          Burma-country-NOM  very  wide-PV-VSM/rls 
            (Okell and Allott 2001:26) 
  「その当時ビルマはかなり広かった」 
 
③条件節での使用 
条件節においても-khE.の付加は必須ではない。しかし、V-khE.とされる場合が多い5。 
  17) AshiN_pye_-^khE.-yiN_  lou’-pe:-^pa_ ||                (Okell and Allott 2001:27) 
       convenient-PV-PV/con      do-give-PV/plt 
  「都合がよかったら、やって下さい」 
 
④助動詞-lai’との対立 
Okell and Allott(2001:26)に「詳細は Allott(1965)を参照せよ」との記述がある為、本節では
Allott(1965)の大略を以下に示す。 
Allott(1965)では-khE.と-lai’を位置のカテゴリーの助動詞として論を展開している。
Allott(1965)の見解をまとめると、「-khE.は、話し手の位置と動作が行われた位置の 2 つの場
所を繋ぐ。一方、-lai’は、話し手の位置と動作が行われた位置に何の関係性も持たない。」
となる。また、「-khE.は状態動詞とは共起しない」(Allott 1965:296)という記述が見られた。 
 
3.4 先行研究のまとめと問題提起 
 現在位置への移動は-khE.の機能として全ての先行研究で指摘されていた。しかし、la_と
の類似、過去、継続など、先行研究が明言した-khE.の機能には揺れがあった。 
 本稿の目的である、①-khE.の使用状況、②-khE.の機能を明らかにする為に問題として挙
げられるのは、次の 2 点である。 
 a)状態動詞への後続 
Allott(1965:296)で「状態動詞とは共起しない」との記述があった。その後、Okell and 
Allott(2001)の例文で‘-waN: 広い’という状態動詞への後続の例も挙げている事から、Allott 
                                                        
5 Okell(1969:279)においても、Okell は-khE.の条件節での使用を挙げている。 
ビルマ語の助動詞-khE.についての考察 
 
 - 151 - 
の見解は自らによって覆されている。しかし、動作動詞や移動動詞の様に状態動詞への後
続が多用されるかは疑わしい。 
b)-khE.の付加しやすい状況 
澤田(1999:12)と Okell and Allott(2001:26)で-khE.の付加の任意性が指摘されているが、-khE.
の付加が好まれる例はないのだろうか。 
 
４． 調査と分析 
4.1 調査 
 本稿で行った調査は、資料による調査とコンサルタントへのアンケート調査である。本稿
は資料による調査を中心とし、アンケート調査は補足として行った。資料による調査は、文
語体、口語体の資料 8 点から手作業で-khE.を拾った。扱った資料と得られた-khE.の総数を
以下の表 1 に示す6。 
表 1 調査資料と得られた-khE. 
 資料名 語数 得られた-khE. 
文 ja_nE_cO_ mAmAle: (1973)  “Twe:” :4-45 8038 44 
語 奥平龍二編(1996)『基礎ビルマ語読本』:2-5 559 13 
体 hmu:khiN_ (2006) ‘MTV’ “mya.wa.ti_ 9”:53-55 1139 39 
  lu_^thu.u:hla. (1968) ‘me. ta’ Tu_’ “myaNma. pouN^pyin mya:”:23-25 559 2 
口 lu_^thu.u:hla. (1968) ‘taN_she: lawn_be:’ “myaNma. pouN^pyin mya:”:57-60 756 5 
語 kaN_chuN. (1997) ‘chi’-lai’-ta_ touN_’ “a.pyosiN-^to. Ti.-TiN.-^Ta.hmya.” 1276 2 
体 kaN_ chuN. (1997) ‘sa.ka’-hniN. tha.bi_-^to_’ “a.pyosiN-^to. Ti.-TiN.-^Ta.hmya.” 863 4 
  yE.Ti’ (2006) ‘International News’ “mya.wa.ti_ 9”:76-77 915 28 
  合計 14105 137 
 
アンケート調査はビルマ語を母語とする以下の 3名に協力して頂いた(年齢は 2007 年現在)。 
  A: 36 歳 女性 ヤンゴン出身     1996 年来日 
  B: 40 歳 女性 ヤンゴン出身     1992 年来日 
  C: 47 歳 女性 マンダレー出身    1999 年来日 
 
4.2 分析 
 -khE.に先行する動詞の分類、-khE.の出現位置の 2 つ視点から分析を行った。 
 
4.2.1 動詞分類による分析 
 -khE.に先行する動詞を動作動詞、状態動詞、移動動詞、感情を示す動詞の 4 つに分類し
た。動詞分類の手順は以下の通りである。 
                                                        
6 本稿の調査で使用した資料の日本語訳、グロス、例文番号は筆者によるものである。また、アンケート
調査の例文出題も筆者による。 
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動 作 動 詞 と 状 態 動 詞 は
Okell(1969)を参考にし、以下の様
に分類した。 
＜分類基準＞ 
①命令形をとる→動作動詞 
                                        命令形をとらない→状態動詞 
              ①で分類できないものに関して 
                                 ②名詞に先行する→動作動詞 
図 1 分類方法                     名詞に先行しない→状態動詞 
 
 この分類の結果を表 2 に示す。 
表 2 動詞分類の結果 
  動詞例 小計 
動作動詞 si: 乗る、sutauN: 祈る、sho: 言う(2)、TiN_ca: 学ぶ(2)、   
  TiN_ 学ぶ、co:^sa: 努力する(2)、hnaN_ 預ける、など 60 
状態動詞 mya: 多い、myO_ 流される、hma’Ta:-la_ 覚えている、   
  hyi_ ある(5)、hyi-la_ あり続ける、pyi’ なる(5)、など 64 
移動動詞 siN:-la_ 降りてくる、la_ 来る(8)、Twa: 行く、など 12 
感情動詞を示す動詞 waN:Ta_-la_ 嬉しくなってくる 1 
 
 3.4 で-khE.の状態動詞への後続を疑問視したが、調査の結果、動作動詞への後続と状態動
詞への後続はほぼ同等の結果が得られた。また、‘la_ 来る’での使用が高いのも特筆すべ
き点であろう。「ビルマ語には同義あるいは類義の 2 つの動詞からなる複合動詞が多く存在
する7」(澤田 1999:10 より要約)という性質ゆえに、先行研究で類似性が指摘されていた-khE.
と-la_が結びつきやすい事が考えられる。卒業論文では-la_との結びつきについてアンケー
ト調査を行ったが、本稿では紙面の都合上、割愛する。 
 
4.2.2 出現位置による分析 
 本稿では従属節内での出現に焦点をあてた。調査で得られた-khE.のうち、全体の 59%で
ある 81 例の-khE.が従属節内に現れた。そのうち従属節内でも主節内でも-khE.が使用されて
いた 10 例を除いた 71 例について分析したところ、42 例の-khE.が主節の出来事より時間的
に前の出来事を示していた。次がその例である。 
18) tho_  myo.yo_-^ko_  myaN_ma_thE’kAri_ 211-^twiN_ miN:-^TI  tI_-^khE.-TI_-hu_ 
       that    wall-ACC      calendar of Myanmar  211-LOC   king-NOM  build-PV-VSM/rls    
                                                        
7 ‘thau’paN. 援助する（thau’ 支える＋paN. 援助する）’や‘to:tE’ 進歩する（to: 進む＋tE’ 進む）’がそ
の例である。 
意味 
分類基準に
よる分類 
移動動詞 感情 
動作動詞 状態
動詞 
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hma’-tha:-ya.-pa_-TI ||                     
     record-PV-PV/plt-VSM/rls                      (奥平 1996:4) 
「この城壁は、ビルマ暦 211 年に王が建設したと記録されています」 
←past                  future→ 
――――――|――――――――――|―――――→ 
               tI_        hma’-tha:  
                           建てる             記録しておく 
 
また、従属節内での使用についてコンサルタントへアンケート調査(作文形式)を行ったと
ころ、やはり時間的により前の出来事に-khE.を付加する傾向が見られた8。以下がその例で
ある。 
19) 私が欲しいパンは、彼が買ったパンです。 
  ○A : cuN_ma.  chiN_-^tE.  pauN_mouN.-ka.  Tu_  wE_-la_-^khE.-tE. pauN_mouN.-pa_ || 
          1     want-VSM/rls   bread-NOM      3   buy-come-PV-VSM/rls  bread-PV/plt 
  ○B : cuN_ma.  chiN_-^tE.  pauN_mouN.-ka.  Tu_  wE_-la_-^khE.-tE. pauN_mouN.-pa_ || 
          1     want-VSM/rls   bread-NOM      3   buy-come-PV-VSM/rls  bread-PV/plt 
  ○C : cuN_ma.  lo_chiN_-tE.  pauN_mouN.-ka.  Tu_  wE_-tE. pauN_mouN.-lo_myo.-pa_ || 
         1      want-VSM/rls    bread-NOM     3   buy-vsm/rls  bread-like-PV/plt 
この作文ではコンサルタント A, B から同じ回答を得た。コンサルタント C からは「この
場合、-khE.はつけないのが自然。‘Tu_ wE_-la_-^khE.-tE. pauN_mouN.’だと彼が買ってきた
パンそのものになる」とのコメントを頂いた。-khE.の付加に個人差があるのも確かである。 
 
4.3 調査・分析のまとめ 
 3.4 で提示した 2 点の問題についての結論を本節で提示する。 
 a)状態動詞への後続 
 筆者は-khE.の状態動詞への後続を疑問視したが、調査の結果、状態動詞への後続は動作
動詞への後続とほぼ同等の結果を得た。-khE.は動作動詞、状態動詞など動詞の種類は問わ
ず後続する事が出来る。 
 b)-khE.の付加しやすい状況 
 本稿では 6 名の著者の資料を扱った。それぞれ調査した語数は違うものの、収集出来た
-khE.の数にはかなりの揺れがあった。澤田(1999)と Okell and Allott(2001)で指摘されていた
通り、-khE.の付加の自由度はかなり高い。しかし、従属節内で-khE.が使用された場合は、
主節の出来事より過去の出来事に付加される事が多い事が明らかとなった。2.1 平叙文＜叙
実法＞の訳を見れば分かる通り、ビルマ語は終助詞だけでは過去と現在の区別が出来ない。
そこで、-khE.の付加は任意と言えども、過去と強調したい場合は付加する傾向にあると言
える。 
                                                        
8 例文 18 の他に「テストを受ける人は並んで下さい」「ミャンマーへ行った時カバンを買った」など 4 つ
作文して頂いた。多少個人差は出たものの、より過去の出来事に-khE.を付加する傾向が見られた。 
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５． おわりに 
 本稿では-khE.の使用状況と機能を明らかにする事を目的とし、調査・分析を行った。-khE.
はどの動詞にも付加し得るものであり、過去を強調させる機能を持っている事が明らかと
なった。卒業論文では主節内で使用される-khE.、従属節内と主節内の両方で使用される-khE.
についても分析を行ったが、傾向を見出す事が出来なかった。しかし、‘la_ 来る’と多く
共起するといった偏りも見られる為、意味的に付加されやすい、または音声的に付加され
やすい等、何か傾向があるのではないかと筆者は考える。 
今回は文書による調査のみに止まった為、得られた例文の幅が狭かった事は反省すべき
点である。-khE.の使用状況をより明らかにする為には、書き言葉、話し言葉の両面におい
てより多くの用例を収集する必要がある。 
 
略語一覧 
VSM/rls 終助詞(叙実法) V 動詞 LOC 於格 PV/plt 助動詞(丁寧) 
VSM/irls 終助詞(叙想法) 1, 2, 3 1, 2, 3 人称 ALL 向格 PV/con 助動詞(条件節) 
VSM/inch 終助詞(活写法) NOM 主格 NEG 否定辞   
# 終助詞(命令法) ACC 対格 QS 疑問詞   
VSM/neg 終助詞(否定) ABL 奪格 PV 助動詞   
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